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全学 FDフォーラム2016 『地域に根ざす高知大学の新展開』

－第２部－ 基調講演

「すべての学部が地域の役に立つために」

講師：山内 太地氏（一般社団法人 大学イノベーション研究所 所長・大学研究家）

（講演本編）

みなさまこんにちは。日本には全部で800近い大学

がありますが、私は16年かけて全部に行ってきました。

誰も褒めてくれませんが、私、毎年10校ぐらいずつ大

学が認可されていくと北海道や沖縄に行かなくちゃい

けないという、とても苦しい生活をしております。特

に1990年代から250校ほど増えてしまい、非常に苦し

いのですが、こういった経験を踏まえて全国の受験生

や高校生、高校の先生あるいは保護者の方に対して、

どこの大学がいいよとか、ユニークな研究や教育があ

るよとかをお話ししております。高知大学もこれで４

度目の訪問で、医学部や農学部も行きました。

ということを生業にしておりまして、大学を紹介す

る本を書いたりもしております。最近はこの経験を活

かし、３～４校の私立大学の立て直しのお手伝いをし

ております。

ご存知の通り、私立大学の４割が赤字経営ですので、

仕事があるのがありがたいような悲しいような、とい

う状況ですけれども、日本全国、年間約150高校を回っ

ておりまして、高校生に対して大学の進路指導や、大

学事情を話しています。今日、皆様から高知大学のこ

こがいいよという話をたっぷり聞き、明日からの高校

での講演に活かしたいと思いますのでどんどん PR を

お願いいたします。

こうやって、全国を回っていますと、他の県で、大

学と地域の連携、地域おこし、こんなこと頑張ってい

る、という話を山のように聞きますが、必ずしも全て

が成功しているとは残念ながら言えません。ですの

で、必ずしも成功していない事例も含めまして、皆様

がどういった形で、高知大学、そして高知県の発展に

力を尽くしていただくと良いのかというあたりを話し

て、お役に立てればと思っています。

本日は、大学の授業と同じ90分を頂戴していますが、

私のようなものが90分喋ると皆さま寝てしまいますの

で、だいたい１時間ぐらいで終わらせていただき、残っ

た時間は先程と同じように皆様で話しをして、どんど

ん質問をいただきたいと思います。

これは普段、高校生向けに使っているスライドです

が、ご存じの通り少子高齢化でございますので、日本

の人口がどんどん減っていきます。大学生がせっかく

いらっしゃるので、若者にとって何が深刻化かと言い

ますと、人口が減るということは全ての産業で今日よ

りも明日の方がお客さんの数が少ないということなの

です。新しく建つ家の数や、新しく売れる自動車の数

というのは、皆さん大学生が産まれてから一貫して落

ちています。
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全国でそうなのだから高齢化が進む高知は、なお深

刻ですね。こういった状況の中、今の大学生が産まれ

てから、約15～６年の間に日本の会社員の全体の平均

年収が５～60万円も落ちています。びっくりです。

つい先日、大変気の毒なバスの事故がありました。

あのバスの運転手さんの給料、2001年と2013年でなん

と年収が130万円落ちています。日本全体が貧乏に

なっているのです。あれは単なる運転ミスの交通事故

じゃなくて、貧困が起こした事故です。

こういう状況の中、ほとんどの職業の年収が減って

いるという大変過酷な状況です。日本の会社員、いわ

ゆる一般的なサラリーマン全体の平均年収って約400

万円なのですね。ところが、私が取材で大学生に話を

聞くと、よくこんなこという女子大生がいます。

「私、年収1000万円の男性と結婚して専業主婦になり

たい。」

これを寝言といいます。あくまでも一般論ですけど

も、専業主婦というのは、現在、夫の年収が600万円以

上ないと維持できないそうです。あくまでも一般論に

そう言われている。

では、ここでみなさんに問題です。みなさまは全員

女子大生です。

「私、年収600万円以上の男性と結婚して専業主婦に

なりたいわ。」

と思っています。あなたを専業主婦にしてくれる年収

600万円以上の男性で、25歳から34歳の結婚適齢期の

独身男性で年収600万円以上は何％でしょうか？１分

間お考えください。

ありがとうございます。統計によってはデータが若

干前後しますが、一般的には３％と言われています。

ですので、女子学生の皆さん、どうしても専業主婦に

なりたい場合は女子の上位3.5％に入ってください。

本当に。というわけで、ミス高知大になるしかない状

況です。親の時代であったら、専業主婦という働き方

は割と普通だったかもしれませんが、今の若い方が、

結婚、出産をする時代には、結婚や出産を期に仕事を

辞めて夫に養ってもらおうというのは大変難しいので

すね。何故ならば、夫の給料が下がっているからです。

基本的には専業主婦が女性の生き方だと思わない方が

よくて、一生を通じて自分の仕事や専門分野というも

のをしっかり確立していった方が安全です。

ですので、大学生の皆さん。今日から見てはいけな

いテレビアニメが四つ。ドラえもん、サザエさん、ク

レヨンしんちゃん、ちびまるこちゃん禁止。なぜなら

ば、全部専業主婦。この四つのアニメを見てはいけま

せん。これは大学生の皆さんが将来創る家族の姿では

ないのです。あれは時代劇、チャンバラです。日本の

景気が良かった人口が増えていく時代のお話です。一

番新しいのはクレヨンしんちゃんです。いつ始まりま

したか？ 1990年です。今の大学生のみなさんは産ま

れていません。

1990年、何があったか？ 先生方はよくご存じのは

ずです。そう、バブルです。クレヨンしんちゃんはバ

ブルが前提のアニメなのです。日本の景気が良かった

時代です。だから、クレヨンしんちゃんのお父さん野

原ひろしの設定年収は600万円です。1990年の段階で

は一般家庭。今は富裕層なのですね。だからクレヨン

しんちゃんのお父さん、野原ひろしは秋田県出身で、

高卒で会社員であるにもかかわらず、埼玉県春日部市

で一軒家が建てられる。専業主婦のみさえ、子供２人、

ペット、自動車。あんなことは今ではもうできないで

すね。

サザエさんは世田谷区です。普通の人は住めませ

ん。サザエさんの記念館って桜新町というところにあ

るのですが、東京に行かれたらぜひ行ってください。

億ションばかり建っている超高級住宅街ですから。ド

ラえもんは練馬区です。これも都会のど真ん中にあっ

て、一軒家を持っているっていうのは相当なお金持ち

なのですね。

今の若い方達はこういった厳しい時代を生きてい

らっしゃる。

では、こうした厳しい時代に若い人達が生き残るた

めにどうしたらいいかっていうと、発想の転換です。

世の中には２種類の人間しかいないと私は考えていま

す。人を使う人と、人に使われる人です。これからの
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高校生、大学生の皆さんは人に使われる人になっては

いけません。「何を言っているのだ、この人は。会社

に入ったら社長に使われるじゃないか。」確かにその

通りです。でも大事なことは、「世の中は社長、政治家、

お金持ち、偉い人が何とかしてくれるのだ。自分達は

下っ端だから、言われた通り働いていればいいんだ」

という気持ちは、今すぐ捨てた方がよいと思います。

なぜならば、自分の頭で考えて行動できるかどうかで、

社会で重要な仕事に就けるかどうかが決まるからで

す。これは高知大学の方であれば、もう学生さんはみ

なさんご存じだと思います。

つまり、賃金社員で同じ会社に入った人達でも、社

会的に成功する人と、うまく行かない人がいますね。

その差はどこでつくのかというと、私が全国の高校を

取材する限り、能動的な学修習慣がついたかどうかの

勝負です。つまり、親が勉強しろと言うから渋々やる、

先生が宿題を出すからやるっていうのは本当の意味で

の勉強ではありません。もちろん、宿題はやるべきで

す。

でも、そうではなくて自分が勉強したいから勉強を

するのですね。「自分がやりたいからやるんだ。言わ

れてやるんじゃない」っていう気持ちを高校時代に

持っていないと、おそらくは、まず高知大学に入れな

い。受験に関しては。ですので、能動的な学修習慣と

いうのは高知大学に入っている人には、充分ついてい

ると僕は思います。

地域貢献とか、地域協働、地域連携というのを考え

た時に問題なのは、高知大学に入れない学力層の大多

数の高知県の若者のことまでを考えないといけないと

いうことです。この能動的な学修習慣というのは、当

然、高校生にとっては受験勉強でいいのですが、大学

生となってくるとまた違ってきます。

ですので、皆さんも、もうよくご存じのアクティブ

ラーニングであったり、PBL、先生方の授業法の工夫

の問題にももちろん関係しますし、地域と連携してい

ただくのも大変結構です。

なぜならば、受験勉強を頑張っていい大学に入れれ

ばいいというのが一つのゴールだった高校と違いまし

て、大学での勉強というのは、自分で研究課題を見つ

け、情報を集めて、論文を書いて、発表する。それが、

大学生ですね。もちろん、語学や国際性はいまどき普

通で、プラスこの能力を付けないといけない。

こういったことを受けて、受験生にはよく、そうい

うことができる質の高い教育が受けられる大学を選ん

で欲しいと話します。もちろん、これは主に文系を想

定しています。自然科学系ですと文系の学生よりは

きっちりやっている傾向があるのですが、文系で特に

問題なのは、大都市にあるマンモス私立大学です。高

知大学は、私はとても良いと思うのですが、ブランド

力や知名度が高い東京や大阪の大きい大学というのは

非常に学生数が多い。２万人、３万人って学生がいま

すね。

しかも ST 比（専任教員一人当たりの学生数）がも

のすごく多いのです。おそらく高知大学だと１対10ぐ

らいのはずです。１人の教員に10人の学生。これが

W 大学や K 大学 D 大学だと文系は50人、60人になっ

てしまうのですね。１人の大学教員が50人の学生を見

なくちゃいけない。学費は２倍。ということで、コス

トパフォーマンス10分の１という、マンモス私学の状

況です。だから世界ランキングとかやると早稲田800

位とかになっちゃいますね。

そして、そういう状況の中、大学で学んで、できれ

ばチームワークやリーダーシップや問題発見・解決能

力といったような社会で必要とされる力を付けていた

だきたいというふうに考えております。

先程、学生さんから発表があってやはり感じたのは、

大学時代に挫折したり、苦労したり、失敗したりとい

う経験をした方が良い。こういう点で都会の大学より

も高知大学はとても優れています。今日、高知大学に

早めに来て色んなチラシとかパンフレットを見ていた

のですが、高知大学では、大体47％ぐらいの学生に恋

人がいる。大変ラブラブな大学です。ところが、これ

東京の T 大学ですと、なんと男子の８割が彼女いな

いという、かなりの東京砂漠でございまして、やはり

そういった点で色んなチャレンジをしたり、失敗をし

たりする経験。恋愛においてもあるという点ではめぐ
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まれている環境なのですね。実は高知というのは。

また、ちゃんと現実的な話に戻ってくるのですけれ

ども、もちろん今日は地域協働学部さんだけではなく、

全学に関する話をしますが、まずは地域というものが

学問体系として登場してきた流れについて、ちょっと

おさらいをさせてください。

確かに高知大学の地域協働学部はオンリーワンで

す。ですが、実は地域なんとか学科みたいなものは、

もう過去20年くらい、あちらこちらの国立大学にポコ

ポコ生まれているのですね。これがいわば誤解のもと

といいますか、地域学についてはそういう大学が既に

たくさんあるのだというのを、他県の高校の先生を含

めた受験業界が勝手に思っています。じゃあ我々はよ

そとは違ういい教育をしているのだという点に関して

は、先程、上田先生ともお話しましたし、高知大学の

色んな事情を調べたので、少なくとも私は理解してい

ますけれど、受験市場が正確に理解しないといけませ

ん。そしてそれを阻むのが、他の大学の地域系の学部

学科です。

何故かというと、その内容がちょっとみなさんと違

うのですね。国から言われてゼロ免を潰しなさいとい

うことで、Y 大学なんかでは地域教育文化学部といっ

て、いわば地域協働学部と教育学部が合体していて、

ゼロ免の要素をたっぷり残しているのですが、名前変

えたから許してあげようみたいな雰囲気の学部なので

す。

あるいは、G 大学が一番端的で地域科学部と名乗っ

ていてですね、地域について熱心にやっているように

見えるのですが、ちゃんとカリキュラムを見てみると、

実際にはこの G 大学の地域科学部がやっているこ

とっていうのは他大学でいうところの文学部と理学部

がくっついているのですね。

あんまりそのユニークな変わったことをやっている

わけじゃない。実際には人文、社会、自然、これはも

うゼロ免とか、いわゆる一般教養の先生をかき集めて

G 大学は作っていまして、他大学でいうところの文、

法、経済、あと理学部の代わり。そう、G 大学には全

部ありません。G 大学は教育と工、農、医学部しかな

かったのですね。つまり、文、経済、法、理の要素が

ないので、地域科学部にそういう先生が少しずつ集

まっている。つまり地域のために何かやる学部、ある

いは地域と組んだ学部、という以前の問題として、文、

法、経済、理でしかない。

だからダメだと一概に全否定はしません。「地域な

んとか学部ってどうせこういうもんなんでしょ？」と

いうふうに、少なくとも多くの高校生はそうみんな

思っている。この誤解を高知県としては解かないとい

けないわけですね。

実は地域なんとか学部というのは、公立大学や私立

大学にも結構できつつあります。これの実態を暴く

と、やはりそのすごく崇高な理念とか、ユニークなコ

ンセプトで作っているとは言い難い大学が混じってし

まっておりまして、A 大学だと、経営経済学部に地域

みらい学科というのがあるのですが、これははっきり

いって単なる法学部。法律学科ですね。要は、経済経

営系学部の短科大なのですが、やはり公務員を出した

いので、政治とか法とか行政っていうのが欲しいわけ

です。でも学部を作るだけの体力がない。ということ

で、実際にはそういう学科です。T 大学の地域政策学

部もそうです。これも実態は法学部が欲しい訳です

ね。F 大なんかもそうですね。もちろんだから中身が

悪い訳じゃないですよ。

N 大学に国際地域学部というのがありまして、そこ

そこ人気なのですが、これも中を見ると、国際社会、

比較文化、東アジアということで、地域環境。これは、

高知大でいうと、人文社会科学部なんですね。地域

じゃないのです。正直なところ。地域と組んで何かを

やる、地域から学ぶっていうことに関してはあんまり

やってない。

ただし、アジア地域などに詳しい教員が多いので、

N 大学にとっての地域っていうのは、韓国や中国のこ

となのです。でもこれ受験生わからないですよね、高

知大学との違いが。また、N 大学が来年、地域創造学

部を作るのですが、中の学科が経済と法律という、突っ

込みどころ満載の状況です。

私立に関しては地域なんとかっていう大学はまだそ
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れほどの勢力にはなっていませんので、あんまり気に

しなくてかまいません。でも残念ながらこの私立でた

くさん出来つつある地域なんとか学部学科は、私立大

学業界では偏差値の低い大学も多くて、あまり評価が

高くありません。彼らが皆さまの足を引っ張らないと

良いのですが、というのが私の心配です。

こうした流れの中で、私が危惧しているのが、あと

３ヵ月もしますと、国立大学の地域なんとか学部があ

と６校増えるという状況です。彼ら一つ一つが高知大

学と同じようなコンセプトでやっているかというと全

然違うのですね。U 大学に至っては地域デザイン科

学部の中になんと土木学科があり、建築学科がありま

す。土木や建築は別に工学部でいいのではないかって

いうのが僕の意見なのですけれども・・・。あとは、

お隣にできる社会共創学部ですね。構想段階では、地

域共創学部でした。そして確か今でも英語名称の中に

はリージョナルって入っており困ったものです。他に

は、S 大学の地域創造学環、N 大学の創生学舎、学部

ではありませんが、こういった組織もよく見るとス

ポーツや美術、家政学の先生が入っておりまして、ゼ

ロ免収容所なのです。何か新しいことを生み出すとい

う点に関して、これら皆さまのライバル大学がしっか

りした学部をちゃんと作っていらっしゃるかどうかと

いったら不安です。もちろん、それぞれの学校に私も

行けば皆さん崇高なことをおっしゃるかと思うのです

けれども。「地域なんとか学っていうのは胡散臭い学

問分野なんだ。地域貢献というのは国立大学の中でも

トップクラスでない大学にばっかりあるものなんだ」

という、誤った認識、あるいは何かこう差別偏見的な

認識を全国の高校の先生が持ってしまいかねないとい

う点で、すごく危険な状況なんですね。

高知大学の地域協働学部に関しては、皆さま内部の

方はよくご存じだと思うので私が解説することはあり

ません。ただ、コーディネーターは作れるのですけれ

ども、実際の生産者とかクリエーターになれるかどう

かが鍵なのかな、という気はするのですね。もちろん

コーディネーターも大切です。ただ、実際に何かをこ

う、仕事を生み出すっていう人材が、高知大学から出

て欲しい、起業できる人が出てきて欲しいと私は思っ

ています。

問題は、全然違う教育内容でやっているのに、受験

業界からは一括りにされて、同じ仲間だと思われるこ

とが最も危険なのですね。向こうは向こうで頑張って

いるのは認めます。でもやっていることは違うので

す。おそらく、それぞれの大学の先生方はよくわかっ

ているはずなのです。うちはこういうことがいい、違

うよ、と。しかし、残念ながらそれが高校生に伝わり

きっていない。ズレて伝わる恐れがある。もちろん地

域協働学部一期生の皆さんには的確に伝わってきてい

ると私は信じますけども、多くの人が誤解をしている

状態で、「この変な地域学部ブームっていうのは痛々

しいよね」という空気が作られていくことの恐ろしさ

を感じております。

そうなった時に、このブームになっている地域なん

とか学部というものに対して、既存の職業観と比べた

時に、劣っているとは申しませんけど、優れるかどう

かっていうのは、皆さんのメッセージとは違う意識を

持っている高校側は誤って捉える可能性があります。

「で、結局あれでしょ？ 国からゼロ免潰せって言わ

れたから作ったんでしょ？ 何の専門性もないんで

しょ？ 別に教養教育もすごくないんでしょ？ 法学部

の代わりなんでしょ？ 法学部ない国公立が多いから」

という空気が今、高校で生まれつつあるのを僕はとて

も心配しています。そして、よそがいっぱい作っ

ちゃったことによって、やはり高知大学の独自性が全

国の受験生に伝わりきっていない、という現実がある。

なので、これは主に地域協働部に関してなのですが、

やはり高い専門性で、地域に根づいていかないと、ゼ

ロ免の二の舞か単なる文系学部扱いで、長い目でみて、

更なる再編に巻き込まれないかなというのが心配で

す。

これは M 大学ですけれども、大学院に地域イノベー

ション学研究科というのがあります。名前だけ聞くと

何をやっているかわかりません。ありがちなところで

行政系かなと私は思っていたのですね。ところがこの

地域イノベーション学研究科はコテコテに工学とバイ
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オだったのですよ。だから半導体とかデバイスとか

やっていて、工業で産業を興して仕事を生み出そうっ

ていう大学院なのですね。「あ、これはすごいぞ」と。

あとはスポーツと農学系が入っています。つまり、三

重県の中小企業と組んで、実際にちゃんと仕事を生み

出す大学院です。一方、文系の受験生や大学生が、従

来のこういったものにとらわれがちになるものとし

て、これは S 大学のパンフレットですが、公務員と銀

行の宣伝ばっかりしているのですね。これこそ、文系

のエリートだ。確かにそうなのですが、それだけでい

いのかなというとこを若干心配しております。

観光で高知県自体には私は何度も来たことがあって

素晴らしい観光地だというふうに魅力を感じているの

ですが、今回ご縁をいただいたので、実際に高知県が

経済的にどうなのかということを調べた結果、正直な

所、非常に厳しい。

もちろん、高知にいらっしゃる皆さんはよくご存じ

だとは思うのですが。改めて振り返りますと、県民所

得が全国最低です。ただ、安いだけじゃなくて、住ん

でいる人もあんまり幸せじゃないっていうランキング

がある。こんなのはデータの取り方によって変わると

思うのですけれども。他にも、びっくりしたのは製造

品の出荷額が全国46位で45位の鳥取の半分というデー

タです。鳥取って聞いたときに、何か工場があって製

造しているというイメージはほぼゼロで、砂丘と梨し

かイメージが無い鳥取。あと、名探偵コナンぐらい。

その半分というこの戦闘力の低さ。で、高卒就職者は

半分以上が県外へ出ていってしまうという。これは県

庁が出しているデータで、「子供を産めない最大の理

由は経済的理由である」とはっきり書かれていまして、

経済的に非常に厳しい環境にあるというのが分かりま

した。もちろんこれは私が言うまでもなく、高知県の

若者は知っているから、出ていてしまうわけですね。

景色が綺麗というだけでは居てくれないというのが高

知県の状況ということがわかりまして、地域で何かを

やるってことに全学体制でやるにあたっては、やはり

皆様に非常に苦しい現状をよく理解をした上で、では、

我々の部署はどうしようというふうに考えていかない

といけないのかなと。

なかでも、地方の活性化ということに関心をもちま

して、私も全国の町おこしの事例をたくさん取材した

のですが、私の中でずーっと引っかかっていたのがあ

るんです。それはもうテレビで散々有名になっていま

す、隠岐の島の海士町、あるいは葉っぱビジネスで有

名な徳島県の上勝町、IT の関係者が移住してすごく

話題の神山町、あとイケダハヤトさんが移住した、高

知県の本山町といったところ。本山町はともかく、神

山、上勝、海士町に関してはあたかも、町おこし村お

こしの大成功例のように PR されていますけど、何か

引っかかっていたのです。別に彼らの努力を否定はし

ていません。でもこれは本当に大成功なのかな？ と

いうのが、すごく引っかかっていたのですね。ようや

く私の中で謎が解けました。

それが、普通交付税不交付団体かどうかであること

と、つまり財政力指数です。国から税金をもらわない

と自治体が運営できない、はっきり言ってしまえば貧

しい自治体かどうかといった時に、交付税をもらわな

くてもやってけるお金がある自治体というのは日本全

国にわずか59市町村しかない。しかもわが愛知県にな

んと14もある。威張るつもりはありません。これはほ

とんどトヨタさまです。

ほとんど、見ての通り工業なのですね。工場がある

から財政が潤っている。そして、中四国、ゼロです。

中四国には財政が安定した自治体が一つもない。つま

り、成功とされている村は何なのだと。財政力指数と

いうのは1.0以上が不交付なのですが、名古屋で最も

裕福な日本一お金がある村、愛知県飛島村は2.13、こ

こは200社の企業から年間33億の税収がある。小学生

の修学旅行は全員海外です。こんな極端な町は参考に

なりません。

高知県は高知市ですら0.56なのです。1.0なきゃい

けないのに。そして、さっきの成功例として出した徳

島県上山町から海士町にいたっては0.09という中央政

府から税金を貰わないと存続できない。いくら I ター

ンの人が住んでいるとか、地域で若者が頑張ってい

るって言っても地域で財政が自立できてないという点
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において、これらの町を町おこしの成功例とはまだ言

えないというのが私の本音です。財政が自立していな

いと生き残れない。何かに似ていますね。はい、国立

大学です。国立大学はご存じの通り、運営費交付金が

どんどんどんどん減らされて、今後もどんどん減って

いきます。真綿で首を絞められるように国立大学が厳

しい環境になっているのは先生方もよくご存じの通り

で、学生にとっても決して他人事ではありません。国

全体が貧しくなっていくと、大学教育にお金が出せな

くなってくるのですね。

ここで重要なのが財政の自立です。つまり、お金の

ある自治体が財政的に自立しているように、高知大学

も国からの予算が減る中で、本来は財政的に自立を目

指すべきなのです。そうしなければ、国が言う改革を

言われた通りやります、みたいな、非常に苦しい環境

になります。財政が自立していないと、本当の自由は

手に入りません。ここで、財政的に自立している村が

あります。山梨県忍野村です。これは愛知県のこれら

の町のようにトヨタの工場がいっぱいあって、お金が

ウハウハではないのです。忍野村は富士山麓にありま

して、本当に小さな村で、そんなに裕福に見えません。

そして、隣の山中湖村は別荘があり財政が裕福なので

す。この忍野村が何と1.11という財政力指数を誇って

いましてお金がある。なぜこの町は豊かなのでしょ

う。観光ではないのですね。あえて読めない小さな字

で書きました。それは工作機械用 CNC 装置で世界首

位のファナックというメーカーの本社があるからで

す。単に工場作ってもダメなのです。実は会社の本社

があって、法人税を払ってくれて税収があると自治体

はお金が確保できる。

ですので、ストレートに言うと、高知県の過疎で悩

んでいる困った村みたいな所には製造業の工場がジャ

ンジャン来る。そして、本社が来る。そんな急にはで

きない、夢物語のようなことですが、そうすると財政

力が回復して、人口も増えるということです。

もちろん絶対にそうしろとか、これが正解というつ

もりはありません。私がご依頼をいただいて調べた結

果、こういう実態がある、と感じている。ですので、

本当は自治体毎に法人税率を変えられるといいのです

よ。うちの町は法人税思いっきり下げますから、ジャ

ンジャン工場来てね、みたいなことが、残念ながら自

治体は現在できません。それは自治体が結局、財政が

自立してないから国に縛られてしまうのですね。そし

て大学も同じ。この自治体も大学も財政の自立を目指

すというところにまさに、地域と区分というところの

出口があるのかなと考えています。

さて、高知大をはじめとする地方私大の生き残りの

キーワードとして、非常に大事な言葉があります。こ

れを私は「二番手高校の生徒の獲得」だと言っている

のですが、高校生を大きく３つに分けます。一番手高

校というのは東大何名とか言っている県内トップ高校

です。こういうところは、それこそ、東大京大などに

進学させないといけないので、場合によっては、高知

大学にもあまり来てくれないかもしれません。そして

三番手の高校というのは、就職であるとか、専門学校

や短大も多いような高校さんで、大学進学イコール私

立に推薦で入る。問題は二番手高校なのですね、この

二番手の高校というのはだいたい国公立には30人から

100人ぐらいは入れる。みんな国公立大学進学を最初

は希望するのですが、現実問題として、学力的なもの

もあって、なかなか受からない。でも、彼らは進学校

としてのプライドは高いのです。この二番手の高校の

受験生を獲得する、選ばれる大学になるということが、

一つのキーワードになります。

ちなみにスポーツが強い大きな私立高校の場合は１

から３の要素が全部あります。東大クラスから、ス

ポーツ命までいるという状況なのですが、この二番手

の高校生の獲得がなぜ重要なのかというと、高知県の

場合、国公立大学が３校あって、四年制の私立が一つ

もありません。つまり、二番手高校の子たちが高知県

内に残って、大学に進学する選択肢がゼロ。愛媛県は

いいですよ、M 大学がありますので。なので、困った

ことだなと。

二番手高校の文系の子たちが行きたい進路っていう

のがはっきりしていまして、公務員か教員か銀行か製

造業か地元のエリート企業。地域のエリートですね。
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で、この地域のエリートのニーズを的確に汲んでいる

のが、K 大です。何故ならば、法学部を出ると、40％

も公務員になる。経済学部を出ると33％も金融に行く

というすごい数字です。高知大学の文系ではこうはい

きません。銀行や公務員だけが偉いわけではない。も

ちろんわかっています。しかし、親や高校の先生など

から影響を受けて、文系イコール銀行か公務員か製造

業にいかないとエリートじゃないみたいな価値観とい

うのが地方の高校生にすごく広がっているなというふ

うに私は考えています。教員は公務員に含まれます。

今の高校生の皆さんには3種類の未来があります。

まず、一番手高校の子たちは親が考える勝ち組を目指

します。文系ですと地方公務員、教員、銀行、製造業

などの地元優良企業。理系ですと、メーカーの研究開

発、技術開発や研究職、公務員、教員と。実際には二

番手高校の子たちは何になるのかというと、だいたい

私立大を卒業して、ほとんどが、営業、接客、サービ

ス業です。営業っていうのを大学生はなぜかすごく嫌

うのですけれども、実際には卸、小売り、サービス業

に大半が行く。別に私は職業を差別しませんが、気を

つけないと、この業界にはブラック企業が多いです。

三番目が高卒層の皆さんなのですが、三番手の高校

は、高卒で働く方や、専門学校を卒業して、小規模な

家業を継いだり、自動車整備士や美容師といったよう

な専門職に就く。でも、もうお気づきですね、高知の

場合、一番手から三番手までみんな県外流出するので

す。県内にそれぞれの仕事がそんなにたくさん無いの

ですね。これが、正直都市部にある他県との大きな違

いです。愛知県、名古屋はトップから下の方まで誰も

愛知県から出て行きません。という全然違う状況なの

ですね、同じ国なのに。さらに、全員が国公立大学に

入れませんので、二番手の子っていうのは都会の私立

に行きますね。都会の私立の魅力ってなんでしょう？

それはやはり、地元に残っては就職できないような職

に就ける。でも、問題があります。例えばこの D 大

学。D 大学はなんと文系の学生男子の27.4％が製造

業。びっくりですね。22.5％が金融、16.7％が公務員

という先程のエリートは、製造業か金融か公務員だっ

ていうのを地で行っているのですね。全然、他の産業

に行かないという。そして女子にいたっては、なんと

３割金融という、英米文学やろうが、法律やろうが、

みんな金融業という。金融、製造業、公務員、もうコ

テコテでございます。理系は55.1％メーカーに行く、

これは普通ですね。こういうふうになれる。ただ、高

知県に居たらこういうふうになれないけど、都会に出

て行ったらこうなれるのだと考えてしまうと、二番手

の子たちは県外に流出してしまう。やはり、高知大に

は受からないけど、私立大学に入る学力はあるってい

う二番手高校の子たちの受け皿が、県内に必要だと個

人的には思います。そうは言っても私立大学は作れな

い。なので、どうしようというのが、正直なところ、

私から皆様への宿題です。どうしようってことです

ね。県全体の発展を考えた時には、高知大学に入れた

子だけではない、出て行っちゃう地域の若者に関心を

持たないといけないですね。町おこしをやる人たちっ

ていうのはいわば残っている人なのですよ。

地域に残らざるを得ない、地域を出て行きたくない、

他県から高知に来た、高知が大好きだっていう人はマ

イノリティーです。高知を出て行っちゃう大多数の高

校生に、なんらかの形で、アプローチをする必要があ

る。本当に高知県の発展を願うなら。私は岐阜県です

けど、岐阜に戻る気は全然ありません。岐阜県中津川

市には全然仕事がないからです。

そして、もう一点、出て行ってしまう高校生の心に

重くのしかかっているのは、地元に帰りたくないとい

うことです。荒れる成人式ってありますよね。ヤン

キーの方たちが荒れる成人式。あの子たちに会いたく

ない20歳がいるのですよ。せっかく俺、大阪のいい大

学に行ったのに、成人式に帰ってきたら、中学や高校

で嫌いだったあいつがピンク色の羽織袴を着ている。

実は地域のために何かしたくないマジョリティがいる

のですね。彼らのハートに火をつけないといけない、

と私は考えています。

何故ならば、この層こそが本当の地域を支えるはず

だからです。さらに都会の私立大学では、基礎学力に

よって、知識産業に行けるかどうかが決まる。えげつ
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ないデータですが、東京なのでみなさまに直接影響な

いということで、露骨に紹介しますが、H 大学の法学

部と A 大学の法学部を比べるとですね、同じ法学部

なのに、就職が全然違うのですね、H 大学ですと、２

割近く公務員、そして金融２割、製造業13.3％という

ように、さっきの D 大学と同じ手堅い仕事にたくさ

ん行けます。A 大学ですと、卸、小売り、サービスに

大量に行きます。銀行は H 大学の半分しかいない。

製造業もものすごく少ない。メーカーは A 大学の文

系人材はそんなにいらないのですね。そして、公務員

の比率こそ同じですが、これは自治体で働いているか、

警察とか消防が多いかの違いがあります。全然違うの

ですね。こうなってしまうと、都会のいい大学に行く

ことによって、少しでも高い社会階層につけるってい

う高校生の気持ちっていうのはどんどん強まってしま

います。いまどき、大学は偏差値じゃないよ、とか、

何でも都会じゃないよっていうのは、そう思っている

人だけが言っていることで、まだ、ここに囚われてい

る、気持ち的に支配されているというのが、高校の先

生や親の現状であり、地域のために何かやろうってい

う人は、残念ながら少数派です。ただし、これは私が

他の地方を見て言っていることであって、高知がそう

だというつもりはございません。裏を取っていません

ので。

ここで問題なのが、先程の文系の大学に行く子たち

がみんな、公務員や、教員や、銀行やインフラといっ

たような、安定した仕事を目指しているということで

す。これらの仕事が悪いというわけではないです。で

も、文系がみんな安定した仕事に行くというのは本当

は困るのです。なぜならば、世の中には２種類の仕事

があります。世界を変える仕事と社会を維持する仕事

です。世界を変える仕事というのは、謎を解く仕事で

すね。イノベーションを起こすのです。そして、社会

を維持する仕事っていうのは、謎は誰かが解いてくれ

ます。理系の場合ですと、世界を変えるのが研究です。

もちろん文系も研究で世界を変えていただきたいので

すが。社会を維持するのが臨床で、わかりやすいのは

お医者さんです。町のお医者さんが「あ、おじいちゃ

ん怪我していますね」「治しますね」「お薬出しますね」

というのは臨床医ですね。これに対して iPS 細胞の山

中先生のように、ノーベル賞を取って、世界の医療に

革命を起こすんだっていうのが研究です。研究医です

ね。

自動車が好きだっていう高校生がいたとして、自動

車整備士になりたいっていうのが臨床です。もっと

かっこいい自動車を作りたい。安全な自動車を作りた

いからメーカーで研究開発をやろうっていうのが研究

です。なので、本来文系においても社会を維持する仕

事として、公務員や教員や銀行があるのと同時に、理

系の研究に値するように文系の仕事に置いて世界を変

えるようなイノベーションを起こすエリートが必要な

のです。

楽天とかユニクロとかがそうだと思います。

Google や Yahoo!など。文系の学生さんの能力、理系

も同じなのですが、安定した方にばっかりみんないっ

てしまいますね。さっきのデータの K 大学、D 大学。

そうではなくて、革新的なビジネスを興してください

ということです。なぜならば安定路線の人達は新しい

産業や仕事や雇用やお金を生まないのです。残念なが

ら、ほとんど。文系で革新的なビジネスを興すってい

うのを期待したいというところがあります。

なので、すべての学部が地域の役に立つために、ぜ

ひ検討していただきたいのはこの３つです。産業の創

出、人口流入、財政の健全化です。こうなるために地

域で連携して欲しいのです。

地域連携、地域貢献、地域協働、どれも素晴らしい

です。でも、ゴールはどこなのだって時に、これは私

の意見としてはこの３つがゴールである。大学側がど

う思っているかはともかく、地域の実情としては人口

が増えて欲しい、仕事が欲しい、嫁が欲しいなどです。

あるいは子供が産める環境が欲しいといったように、

人口がどんどん減っていって衰退していく中山間と

か、高知市でも他人事ではない。明らかに皆様が地域

と関わることによって「高知が良くなったよね」「目に

見えて数字が改善しましたね」ってところを地域は期

待しているのではないかと思うのです。「お祭りを
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やって楽しかったです」だけではダメなのです。お祭

りをやっていいのですよ。しかし、具体的な結果を出

さないといけない。なぜならば、自治体も大学も財政

の健全がゴールだからです。

正直なところ、反感を買うのは百も承知なのですが、

先生方は税金をもらって学生を教えるから、自分で外

部資金を獲得し、資金提供先に利益をもたらす研究が

求められます。異論があるのは重々承知です。私自身

はジャーナリストですから、ニュートラルな立場でい

られます。でも今みなさまは国からはこれを強制され

つつある。本当にシビアな話をすると軍事研究です。

いくつかの大学は、もう外部資金を獲得して研究を維

持するために軍事研究をやっているのですね。今ここ

で、その是非は問いません。しかし、やっているとこ

ろはお金が欲しいのだなっていうことですね。是非は

問いません。そして、本来こうした産業を創出するた

めに、1997年に作られた K 大学、あれは地域にハイテ

ク産業を作って、これらの流れを興すはずでした。実

際には県内に就職するのは８％。素晴らしい工学教育

やっているのですが、結局、都会の大手メーカーに人

を送り込んでいるだけです。県内に産業作ってくださ

いよということが、このデータからわかります。

ただし、文系の学部は31％が高知県内に就職してい

ます。しかし、彼らが新しい産業を興せるかって言う

とまだ何とも言えません。なので、それぞれの立場が

ありますが、それぞれの学部の皆さまにどうしていた

だきたいかというと、先程の産業創出、人口流入、財

政健全化の３つを実現するために自分の学問分野がど

う役に立つのかということを考えていただきたいで

す。具体的な結果が出ないのに、地域おこし的なこと

をやっているだけだと、ほとんどの大学は疲弊してい

きます。九州の私立大学の教授にはこう言われまし

て、商学部の先生ですが、「山内さん、もう俺、商店街

の活性化したくないよ。」理由は二つ。学生にとって、

商店街の活性化と、商学部の教育内容がリンクしてい

ない。もう一つは、商店街を活性化して、就職先はイ

オンっていう。当然ですよね。「ライバルじゃねぇか。

何だったんだ」みたいな。商店街の活性化に関わって、

流通に興味を持ったので、イオンに入りますという。

イオンが悪い訳じゃないのですよ。「何だこれは」と

いうことで。それぞれのみなさんのお立場から考えて

いただきたい。こういう時に正直な所、高知大学にそ

ういう工場とか製造業ってところに結びつく工学部が

ないっていうのはいかにも残念です。無い物ねだりな

のですが、やはり、工場を誘致するってことをやりづ

らい。でも、先程の財政力指数を見ていただく限り、

やはり大変残念なことに、いま現在の正解は製造業し

かありません。工場を誘致して、財政的に回復して、

雇用を生んで外部から人が来てくれる。愛知県という

のは、地域おこしとか地域活性化とか、何にもやらな

いのにどんどん人口が増えます。仕事があるからで

す。

だから愛知がよいと言うつもりはありません。正

直、愛知県は観光地としては物足りないです。ですの

で、色々ありますが、あの人文社会科学部、他で言う

ところの経済が入っておりますが、いわゆる文学部で

すよね。今までは、それこそ東大京大の様に学問の世

界にだけにいられたのですが、地域と関わっていく、

あるいは自分の財源というものを考えていかないとい

けないといった時に、学んでいる内容、教えている内

容、研究している内容が、どう高知県の発展に関わる

のか。出ていってしまう二番手高校の子たちとの高大

連携が必要になってくると思います。歴史が好きとか

文学が好きという子は必ず高校に一定数いますので。

教育学部は先生を作っていただくとして、理工です

ね。せっかく理から理工になるのであれば「今まで以

上にちゃんと産業界と連携して仕事をくれるんですよ

ね？」というのがやはり高知県民の本音なんじゃない

のかなと思います。ですので、たとえば、数学、物理、

生物というのは、今まででしたら具体的に製造業や産

業ってところと結びつかなかったと思うのですが、で

きるだけ組んでいただき、自分がやっている数学が高

知県の雇用を生むために、何ができるのだろう、と考

えていただきたい。残念ながら、私もすぐに答えは出

ませんが、そういうことを考えていかないといけない

のかなという気がします。農学部の場合も扱っている
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のは高知県の色んな領域があります。で、これら学問

を繋ぐものとして、地域協働学部のみなさんには、や

はり、コーディネーター的な役割を期待したい。

一方で、具体的に何か製品を作るっていうところま

で落とし込める、そういう工学的な専門性が無いこと

を踏まえても、やはり、人が増えるために、どういっ

た産業を創ればいいのだろうってことを考えていかな

いといけない。怖いのはやはり、よその県にできる地

域なんとか学部も含め、10年、20年先に振り返ったら、

「あの改革は失敗だったよね」という、大変に恐ろしい

未来が起きるというのをとても危惧しています。

なぜならば、国や文科省は何度も同じ失敗をしてい

るからです。90年代だったら大綱化ですね。一般教養

を全部潰してしまうという、何かプラスの影響はあっ

たのかというと、現時点でまだわからない。やってみ

ないとわからないじゃないかという人が多いのです

が、私もこの仕事を20年くらいやっていて、何かチャ

レンジのようなことやったのだけど、うまくいかな

かったという事例をたくさん見ています。ですので、

そこは本当に慎重になって、みなさんにとって面白く

ない話でもせざるを得ません。やはり10年、20年先に、

「ああ失敗」したみたいになって欲しくないというこ

とを祈っております。

私としてはどの学部であっても、高知県を救うため

には、高知県と組んで、やはり地域イノベーション人

材になっていただきたい。しかし、産業を誘致するた

めには高い専門性が必要である。文系にとってもで

す。しかし文系だけで創出するのは正直難しい。です

ので、まず機械や電気のガチガチの工学をきちっと

持っている高知工科大とは組まざるを得ない。そし

て、鳥取県の半分しかない製造業という状況からどう

回復していくか。で、今、私の脳みその中では製造業

しか正解が無い、という情けない状況ですが、皆さま

のお知恵で、農学だったり理学だったり、あるいは文

学や地域創生の知恵を出して、私以上の答えをぜひ出

していただきたいです。私は所詮高知の人間ではない

ジャーナリストですから、残念ながら今後またなかな

か来ません。遠い名古屋から皆さんの活動を何年も見

て、産業創出に繋がるだけのことを各学部がなさり、

目に見えて高知県が良くなったという姿を絶対に見た

いと思っています。

そして、高知大学に入れない、県外流出してしまう

二番手高校のプライドを満たす出口を皆さまが創出し

て欲しいのです。そうすると都市部の大学に出て行っ

てしまった学生たちが、大卒で高知に帰って来て仕事

があるっていう状態を作る。地域で何かやろうってい

う時に、この二番手の高校を卒業した人たちが、おそ

らくごっそり抜けているはずです。地域の高卒で頑

張っている人と、県庁で働いているエリートだけが高

知に残っている。

この出て行ってしまう二番手の子が戻って来られる

環境を高知大学に作って欲しいですね。正直、高知県

のためには、高知学大か高知県立大学か高知工科大学

がそれを作るしかないです。そして、放っておくと安

定路線ばっかりに行ってしまう文系エリートのみなさ

ん、公務員と教員と銀行が偉いのだっていう人に対し

て、もちろん文系に限らず理学部もそうですが、「いや、

革新的なビジネスをやる人材、イノベーションを起こ

せる文系人材をきちんと高知から出しますよ」という

ことを前提に、そのための教育と研究と、地域貢献、

地域協働が求められています。なので、先生方はご自

分の研究がどう社会に貢献しているのかということを

少し見つめ直して欲しいです。

これは割と教育学部がしんどいかなと思っていま

す。先生を作る、言わば専門学校みたいに考えている

と、何か研究をして世の中を変えるという他学部と差

がついてしまう恐れがあります。では、具体的にどう

していった方いいのだろうということで、一応私が最

後の希望と呼んでいるのが高大連携です。

高大連携はどこでもやっているという話もあるので

すが、従来から、地域と大学の連携は盛んに行なわれ

ています。高校生と地域との連携も割と行われつつあ

る。そして、高大連携も行われつつある。ところが、

高校と大学と地域が、トライアングルで連携して何か

をやっている事例はゼロです。全国で、私は一つも見

たことがない。４月から静岡県で始まります。静岡県
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立大学と牧之原市と榛原高校ですね。なんですけど、

何せまだ始まってない。

今までわれわれは、高校と地域の連携と、高大連携

と、大学と地域の連携はやっていましたが、皆さま大

学を主人公にしてみれば、高校の要素がまだ少ないと

考えています。例えば、何らかの形でこの愛する高知

のために役に立つってことを踏まえて関西に出て行っ

て戻ってくる、とか、高校生の時にひたすら勉強して

いい大学入れればいいやではなくて、自分が住んでい

る高知という地域が疲弊していく中で、一生の中でど

うやってそういうものに前向きに携わっていくのか、

ということを地域連携が熱心な高知大学から高知県内

の多くの高校生に、特に高知県を出て行ってしまうよ

うな高校生に、きちんと伝えられるような連携ができ

ないかな、と思います。もちろんすでに行われている

とは重々承知なのですが。

地域連携をさらに推し進めていただいて県外流出を

止める。ただし、県外流出を止めたり、U ターンを増

やすためには根本的には産業が必要だと言われていま

す。これは岐阜県可児高校という、１学年、156人も国

公立に行くようなトップ高校の事例なのですが、この

トップ進学校の学生が、みんな出て行っちゃうので、

町自体に残らないという中で、地域課題解決型キャリ

ア教育といいまして、議会で喋ったり色々連携して、

進学校だから出ていけばいいや、東大何名、ではなく、

自分達が住んでいる岐阜県可児市ってものを、地域の

良さっていうのを見つめようよ、という取り組みをし

ています。今までの高校っていうのは、受験のために

生徒を地域から隔離し、地域課題に対する当事者意識

も無い、高校は若者を都会に流出させる装置だったけ

れど、これからは地域に帰ろう、地域の課題に対する

当事者意識を積極的に育成しよう、という取り組みで

す。しかも学力が高かったり、能動的に学ぶ人が多い

進学校こそ、地域課題を解決する人材を作るべきなの

です。ですので、すでにみなさんが取り組んでらっ

しゃる内容をうまく出て行っちゃう高校に移植できな

いかなと思います。この私が成功例として取り上げた

岐阜県立可児高校ですが、やはり決定的に欠けた物が

ある。大学と組んでないのです。高大連携っていう

と、N 大学の教授が来て喋って「みんな N 大目指せ」

みたいになってしまっており地域は絡んでないんで

す。高校と地域だけでやっているのです。これもまだ

物足りない。大学が必要なのです。

そんな訳で、一次産業の競争力が低下する中で、高

知県にも当てはまるのですが、六次産業化しないと生

き残れない。雇用創出が困難なのは、この岐阜県可児

市も高知県も同じです。ならば、自分の力で起業、創

業する力が必要です。そのためには大学に進学する必

要がある。だから一定数高知県から出て行ってしまう

のは仕方がない。でも大学で、広い視野と高い専門性

と抱負な人脈を作って、地元に帰って来て、起業、創

業して欲しいです。そうすれば、まあ充分な実力を

持って、都会から高知へ帰って来てくれて、みごと地

域再生ができる。高知大学だけでは限界があるので、

県全体、流出してしまう高校生も含めた育成というも

のにぜひ携わっていただきたい。しかし、この岐阜県

立可児高校の事例は、今、成功事例として、文科省経

由でジャンジャン PR されていますが、どうしても

引っかかるのは可児市という町自体には産業がありま

せん。これは致命的です。企業の工場がないのです

ね。なぜならば、可児市というのは、名古屋から電車

で１時間というベッドタウンであって、単に寝るだけ

の町なのです。可児市の人口は７万人くらいなのです

けど、割と九州出身者が多くて、高度成長期に九州か

ら名古屋から働きに来て、そのまま居付いた。そんな

彼らには、別に愛着はないのですね。大阪の千里

ニュータウンみたいなものです。そういう町で、この

町でなければいけない産業というものが無いのです。

特に工業が。だから、ここだけの話、これは長い目で

見たら成功しないと私は思っています。結局は、可児

市に賢い若者は帰って来てくれない。もう少し何かが

必要なのです。これも始まったばかりで、これから全

国の高校に広めようという段階なので、何とも言えま

せん。だから本当にこれが正解だっていうのがあれば

良かったのですが、これが地域を救う正解だなんても

のがあれば、ふるさと創生の頃に解決しているはずな
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ので、非常に私も悩ましいです。

とはいえ、ただ単に都会のいい大学に出て行って終

わりではなく、進学校の子たちが自分の町に高い関心

を持つという点で、まず、一歩踏み出しているのかな。

私も高校生の頃に市議会なんて全然興味ないですから

ね。なので、この岐阜県可児市の場合は、夏休みに

NPO がプロジェクトをやっていまして、30科目位の

授業を用意しています。これは、地域の NPO 団体の

人と話そうとか、何か大学に行った先輩の話しを聞こ

うとか、市役所の人と喋ろう、みたいなものなのです

が、こういうプログラムを30個ぐらい用意して、１個

１個の定員を減らしています。例えば、市長さんが来

て300人にワーって喋っても１人１人の心に残らない

のですね。ですので、開催する日時も違って、これは

８月１日、これは８月30日だったりします。地域で何

かやっている人の話しを聞きに行くというのを必修に

して、二つ行ってもいいけれど、夏休み中に一つだけ

は行って来いと。で、その結果を踏まえて、地域の中

で、高校生である自分がどういう立ち位置でやってい

こうかと、自主的に考えるきっかけを提供しています。

でも、これも今、大学が全然入り込んでないのです。

やはり、高校、大学、地域のトライアングルになっ

ていないのです。大学の皆さんに関しては、やはり高

校がまだ足りない。だからこの可児市の事例も成功と

までは言えない。私も苦しいのですが、今回講演をす

るにあたり、何とか最先端の事例を探して来て、現状、

ここまでは来ました。今日の話自体は高知に特化した

話ではなく、今、私が全国を回っている中で、地域お

こしというのを高校生も大学生も地域もみんな頑張っ

てはいるのですが、過去の失敗から学ぶ、まさにふる

さと創生でもゆとり教育でもそうなのですが、今度こ

そ、同じ失敗をしないために、もし少しでも皆さんの

お役に立てることがあれば、幸いでございます。

以上で講演は終えて、後ほど色々ご質問をいただき

たいと思います。以上です。ありがとうございまし

た。
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